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ウォーターポンプには、メカニカルシールから冷却水（LLC）が漏れた場合に備えて、ベアリングに冷却水
（LLC）が侵入しないように水抜き穴（ドレン穴）が設けられています。したがって、水抜き穴で冷却水
（LLC）漏れの点検を行うことができます。

ベアリングには、タイミングベル
トやファンベルトの張力により負
荷がかかっています。この張力に
長期間にわたり耐える信頼性の高
い品質が求められています。

インペラーには、最適性能を発揮
できる形状に加え、冷却水
（LLC）の劣化により発生した錆
や水垢による腐食を最小限に止め
る材質が求められています。

高回転のシャフトに直接触れ、
冷却水の漏洩を防ぐメカニカル
シールには、高気密・耐久性と、
異音の発生を防ぐ材質や構造が
求められています。

ベローズ（ゴム素材） シーリング（カーボン材質）
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ウォーターポンプは、ポンプボディーにベアリングを介してシャフトが取り付けられ、
その先に渦巻き型のインペラーが取り付けられています。
シャフトにはベアリングとメカニカルシールが取り付けられ、
円滑に回転させると同時に冷却水（LLC）漏れを防止します。

ウォーターポンプの構造図

●ベアリング耐摩耗性 ●インペラー耐腐食性 ●メカニカルシール耐漏水性

1 ウォーターポンプの構造

●インレットカバー
　　（サクションカバー）

●ガスケット
●ウォーターポンプ本体部

●プーリーシート

●ドレン ポケット部

●プーリー

●蒸気穴
●ボディ

●ベアリング

●ガスケット

●インレットカバー
　　（サクションカバー）

●インペラー

●ウォーター インレット部

●メカニカルシール
●ドレンポケット

●ドレン穴

●ドレンプラグ
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･クーラント濃度がうすい
･ベルト張力が低いためベルトのスリップ音
  （誤認）
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